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日本ゼオン、製造現場のデータ活用を支える IoT 共通基盤を構築し運用を開始 
 

日本ゼオン株式会社 

 

日本ゼオン株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：豊嶋哲也 以下、ゼオン）は、全社横断でのスマート

工場化の推進に向けて、新たに IoT 共通基盤を構築し運用を開始しました。本基盤を通じて、製造拠点および研究施設

で蓄積される多様なデータの見える化と有効活用を進め、現場業務の効率向上とデジタル技術のさらなる展開を本格

的に推進していきます。 

 

ゼオンでは、製品の品質を確保しながら生産を最適化・効率化することを目的として、２０２０年よりデジタル技術を活

用したスマート工場化に取り組んでいます。一方で、ゼオンにおいては安定操業が最大の使命であり、生産に関わるシス

テム（プラント制御システムおよび周辺の測定・監視システム等）は、他の社内ネットワークとは切り離して独立性を保ち、

外部からの不正アクセスを遮断する運用で安全性を高めています。この運用は安全性が担保される代わりに、全社横断

での操業データ利活用が進めにくい側面もあり、スマート工場化を進める上での課題となっていました。 

 

この度、この課題を解決し、それぞれの現場で蓄積されてきた操業データを安全な方法で全社的に活用していくため、

操業の周辺システムを対象としたＩｏＴ共通基盤（以下、本基盤）の構築に着手し、現場のアイデアを迅速に具現化できる

体制を整備しました。 

今回の取組みの特徴は、独立した測定機器等のデバイスから、セルラー通信の閉域ネットワーク※1 を経由してクラウド

上の共通システムや工場・研究所システムに接続することで、高いセキュリティを保ちながら柔軟かつ迅速なＩｏＴシステ

ムの導入を実現している点です。また、セルラー網のメリットとして、原則として有線ＬＡＮの敷設工事が不要であり、センサ

ーや分析装置などを簡便に接続できる構成によって、現場主導での設置とスピーディな導入を可能にしました。任意の

場所にゲートウェイを設置するだけで、社内からはアクセス可能でありながら、外部からはアクセスできない通信環境を

実現しています。 

なお、本基盤の構築にあたっては、ＩｏＴプラットフォームを提供する株式会社ソラコムの支援を受けながら、通信・クラウ

ド技術と専門的なコンサルティングを活用してシステム設計を進めています。 

 

 
ＩｏＴ共通基盤の概念図 
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本基盤の導入に先立ち、高岡工場において「設備の動作監視システム」を構築し、PoC※2 を経て 2025 年 5 月より本

番運用を開始しています。これまで工場敷地内での移動を要していた巡回点検業務を大幅に減らすことに成功し、作業

負荷が軽減されたほか、リアルタイムデータの収集により、早期の異常発見や予兆検知などの分析が可能になりました。 

現在、複数の拠点において本基盤を活用したＩｏＴプロジェクトのＰｏＣが進行しており、高い効果が得られた取り組みは

全国の製造拠点へ順次展開していくことを計画しています。これにより、各拠点に分散していたデータを一元的かつ安全

に管理・活用できるようになり、生産性の向上や業務改善が一層加速していくことが期待されています。 

 

今後もゼオンは、遠隔監視やデータ分析、ＡＩとの連携といった先進技術の導入を進めながら、生産体制の高度化と持

続可能なものづくりの実現に取り組んでまいります。  

 

 

＊１. 閉域ネットワーク： 

インターネットから切り離された独自のネットワーク。 

特定の利用者と拠点でしか利用できず、外部からアクセスはできないため情報セキュリティ対策としても有効。 

 

＊２. PoC（Proof of Concept）： 

サービスや製品に用いられるアイデアや技術が実現可能かを確認する一連の検証作業。 

以 上 

 

本件に関するお問い合せ先: 

日本ゼオン株式会社 コーポレートサステナビリティ統括部門 広報室  電話：03-3216-2747 

お問い合わせフォームはこちら 

https://reg34.smp.ne.jp/regist/is?SMPFORM=ohki-lerjke-0c5b54a94bf6d77670a8388b09035345

